














公共政策研究科公共政策学専攻  博士後期課程 
  藤田  正明 
１、テーマ    教育委員会制度とこれからの日本の学校教育  
  
２、はじめに  




ていくこと  ④英語教育改革実施計画を発表したことなどである。  
  これらの教育改革の中で特にテーマとの関わりで重要な内容は、教育行政を首長が執行する
ことである。その答申案の骨子を見ると、①教育行政の決定権を持つ「執行機関」を首長とす

















































































































ミュニティ・スクールは年々増加傾向にあり、2011 年現在、すでに 790 校近くが存在してい
る。「コミュニティ・スクール」を推進していくためには、多くの課題を解決していく必要があ
る。特に保護者や地域住民に一定の権限と責任を持たせて、学校運営に直接参加する協議組織
が課題である。しかし、これからの学校教育には、さらに学校・地域社会・教育委員会の協力
体制の基に、五反野小学校のような地域教育経営的な発想が重要である。そこで東京都の五反
野小学校の「コミュニティ・スクール」の研究を取り上げながら、第６章の教育実践の研究を
ベースにして「これからの日本の学校教育の進むべき道」を考察する。  
国際化が進展し社会が変化する中でも日本の学校教育は、現代社会において教育の中心的な
役割を担っている。今までの学校教育は、制度や運営面で硬直的で柔軟性に欠けることや受験
の過熱化、いじめや不登校など多くの問題が指摘されてきた。しかしこれからの学校は、行政
機関との関係においても学校の自主性・自律性を確保し、学校が解決していく問題や課題に学
校と地域社会、教育委員会の協力体制の下に取組んでいくことが肝要である。  
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４、おわりに  
  戦後教育の精神的支柱であった教育基本法が全面改定されて、諸関連の法律改訂も行われ、
学校教育は新たな目標達成のために推進されている。教育改革は、いつの世でも求められてい
ることであり、良いところは伸ばし、悪いとことは見直し改善していく必要である。日本の学
校教育は改革を推進することにより、目標が達成できるとして実施されている場合が多く、次々
と改革が行われて教育が進められているが、教育改革を行う場合には教育の営みを科学的に検
証し、診断は公正に行い、世論の支持を得て決定されることが大事である。また教育委員会制
度改革は、これからも社会的な背景の下で、さまざまな施策が打ち出されて行われていくこと
になるが、山積する教育問題を本当に解決できるどうかは、教職員の意識改革と校内研究の充
実に係っている。学校を経営する校長は「研究中心の学校」づくりを目指して、教員の資質向
上を図りながら問題解決に取組み、目標を達成していくことが重要である。  
現在は国際競争の時代であり、変革の時代であり、混迷の時代でもある。そのためにこれか
らの学校教育には、国際社会に適応した能力を発揮できる人材を育成することが求められてい
る。日本の多くの国民は、教育に高い関心を持ち教育に対してさまざまな考えを持っている。
国民の高い教育に関する要求を実現することは容易ではない。文部科学省は、実験的な学校づ
くりとしてコミュニティ・スクールを導入して新たな学校づくりを試みているが、教育実践と
研究を通して感じていることは、これからの日本の学校教育には、いろいろな学校教育のスタ
イルがあり、特色ある学校があってもよいのではないかと考えている。すべてがコミュニティ・
スクールになっても問題が多すぎるし、学校経営上困難な事態が出現してくることが予想され
る。いつの時代でも学校には、解決すべき課題は多いが、教育には「夢とロマン」をもち、「人
づくり、ものづくり、環境づくり」を目標に学校経営をすることが重要である。  
  最後にあたりこの論文で記述したかったことは、学校教育を取り巻く環境や教員をめぐる状
況は大きく変化してきているが、教師はその意義を理解しながらいたずらに教育改革に振り回
されることなく、自らの専門性を高めて教育の目的を達成することである。しかし教師には、
その意識が薄く指導論に傾注しているのが実態である。校長は、国の教育施策や教育委員会制
度をよく理解して、児童・生徒が喜んで学ぶことができる「魅力ある学校」をつくることであ
る。そのためには、これからの日本の学校教育の進むべき道を見据えて学校経営をすることを
望んでいる。繰り返し強調するが、校長にはリーダーシップを発揮して「研究中心の学校づく
り」を目指し教職員の意識改革を図り、資質の向上に取組むことを願っている。学校は「校長
が代われば学校が変わる」と言われているが、校長は児童・生徒が｢夢と希望｣を持って、教育
を受けるための最高の教育環境を整備して、教職員が一丸となり学校教育に誠心誠意取組んで
いくことが大きな教育成果を期待することができ、これからの学校教育に求められていること
であり、「これからの学校教育の進むべき道」である。 
